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※ 週1日以上、救急搬送患者を最初から診療します。指導医とディスカッションしながら診断・治療計画を立案

水曜日：放射線科合同画像カンファレンス（隔週、朝カンファレンス内）、救急症例検討会（17：15-18：15）
木曜日：病棟他職種カンファレンス（13：30-14：00）

第1週目で形成的評価を行い、第2週目最終日に主治医として担当した患者のプレゼン
テーションを通じて総括的評価を行う。

H27年4月に白河厚生総合病院に新設された総合診療科フタッフを中心に、職員全体で総
力を挙げて指導します。体力的にきついかもしれませんが、患者さんや医療スタッフと主体
的に関わって、ぜひ臨床のやりがいを体感して下さい！

実習計画／担当指導医等
　【実習計画】
　回数・　月日（曜日）時限　　---　　項　　　目〔内容（キーワード等）〕

　　立案します。

　　初期治療を行いながら入院適応の判断をします。（内科外科を問わず、日中のすべての救急搬送患者は
　　総合診療科が初期治療を行います。）

東　光久、宮下　淳、高田俊彦、林　理生、後期研修医8名

東　光久

　【実習担当指導医】

金曜日：病棟他職種カンファレンス（13：30-14：00）
土曜日：外部講師による勉強会（隔週）

※ 指導医の監督下で医師記録を記載し、検査オーダーできるようにします。（実習生には当院の電子カルテに
　 　アクセスするためのID,パスワードを発行します。
※ 週1日以上、総合診療科外来で初診患者の診療をします。指導医とディスカッションしながら、診断・治療計画

なし

毎日：カンファレンス、回診（7：30-9：00、16：00-17：00）
火曜日：臨床研究カンファレンス/文献抄読会〈朝カンファレンス内）、
 　　　　　リハビリテーションカンファレンス（夕カンファレンス内）

白河厚生総合病院

主治医として医療チームの一員として、患者診療に携わることを通じて、講義やこれまでのBSLで学んだ知識を
より深めるとともに、病歴聴取、身体診察、診断推論、EBM、コミュニケーションスキル、意思決定支援、プレゼン
テーションスキルなどを包括的かつ体系的に学ぶことができる。

【一般目標】

患者・家族との暖かな交流を通じて、患者に『寄り添う』姿勢を身に付ける。
医療スタッフと協力して、真のEBMを実践する。

【行動目標】

これからの医師としての必須の主治医力、チーム医療におけるリーダーシップを理解し実践する。

一歩進んだ病歴聴取、身体診察、診断推論ができる。

概要／方針等

学習目標

なし

※ 入院患者の侵襲的検査・処置に立ち会います。
※ 実習生は研修医同様、回診前に担当患者のラウンドを済ませ、その日1日の診療計画を立案していくこと。
※ 初日午前中はオリエンテーションを行います。


